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1． 活動方針
· 具体的案件にかかわらずメッセージング基盤構築時に必要とされる要件について検討を継続する。
· グローバルネットワーク接続に必要な要件を洗い出し、相互運用を可能とするスペックをまとめる。
· 国際／業界横断EDI-TFからの要請により
· 「証明書の運用・管理」も独立チームとして立ち上げる。
· 「国内でのESP間連携」を優先して調査研究する

2． Team活動内容

Team１　SIPS通信プロトコルガイドライン［谷川］
· 昨年度の未着手だった「通信機能確認シート」を加え、11月末に完成版として仕上げる。
【今後の活動】
· 完了後はTeam3or4に合流

Team2　マッピングツール調査［須田］
· 昨年度未着手だった「ツール利用のイメージ図」を加え、11月末に完成版として仕上げる。
【今後の活動】
①マップの作成イメージ　：10月末完了
[bookmark: _GoBack]②納品物提出（体裁を整える）：11月末完了
· 完了後チームはいったん解散、状況を見て再度合流の可能性あり。

［今後、Team3・4は合同で活動を進める］　⇒　チーム分けをやめST一本化も視野に！

Team3　パブリッククラウドの相互運用性調査［湊本］
· グローバルESP間連携：
グローバル連携で利用可能となるパブリッククラウドを調査し、各サービスの相互運用性について比較検討する。　⇒　クラウド間でシームレスに接続できる技術を調査
国内でのESP間連携：
JEITA-EDIサービス等を参考に、国内でのESP間連携の相互運用性について検討する。
エンドtoエンドでの情報連携や運用の標準化等。
グローバルESP連携も視野に入れる
【現状】
・イクイニクスの事例を調査およびヒヤリング実施　⇒　済
【今後の活動】
・JEITA-EDIサービスを精読しヒヤリングも実施。
・イクイニクスの調査終了に伴いクラウド間シームレス接続の調査はいったん終了。
今後は国内のESP間接続に集中。
・JEITA-EDIサービスをベースとし、SIPSで検討が必要な部分の有無を洗い出す。
今期末までに調査結果をまとめる。

Team4　証明書の運用・管理［永寿］
· 証明書の運用調査：（グローバルという表現を今後はインターネットで統一）
インターネットでは実際に証明書の運用をどのように行っているのか
インターネットEDIを行うときにはどのようにすればよいのか
インターネットEDIでESP連携を行う場合の証明書の扱いはどうすべきか
· 国内のインターネットEDIでの証明書の運用検討：
流通BMSの証明書運用も参考に他業界ではどうしているかを調査
今後急増するインターネットEDIの円滑なる証明書運用を検討
グローバルESP連携も視野に入れる
· 人手を介することなく証明書の交換まで自動化できる様な運用を目指す。
【現状】
· 現状の証明書運用が抱える課題を抽出。
あまりにも課題が多く、今後焦点を絞る必要あり。
【今後の活動】
· 抽出した課題を整理・カテゴライズする。　⇒　現在実施中
· 検討対象とする課題を選定し、ブレークダウンして解決シナリオを検討する。
· 今期末にシナリオのモデルをひとつ作る。

3． 参加者メンバー：
Team1　リーダー：キヤノンITS谷川
インテック吉田（竹内）
Team2　リーダー：TIS須田
DAL黒渕
Team3　リーダー：YDC湊本
FIP江崎
Team4　リーダー：OGIS永壽
OGIS松井
アドバイザー：NTTデータ技研遠城、FIP宮崎
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